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ネット被覆によるオオサカシロナの春期の害虫防除

福井俊男
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オオサカシロチは査録薬剤が少ないためす棄剤

防除が難しく,害 虫防除に対する物理的防除とし

てlmロ ネットや不織布によるべたがけ被覆が検

討されてきた。しかし,こ れらの方法はⅢ内部の

気温が上昇するため収穫物の品質が低下するとい

う難点があるい 。本研究では,4血 および6剛目

合いネット被覆によるオオサカシロすに発生する

各種の害虫に対する防除効果と収穫物の商品性に

ついて検討した。

害虫に対する防除効果

奈良県農業試験場内の小型パ イプハ ウス

(2nX5m)を 用い,1997年4月4日に尿素入りIB

化成 Sl号 (100kg/10a)を施肥 した後に,畝 幅

lm.4条 にオオサカシロナを播極した。4Dulロネ

ット被覆ハウス区 (スカイラッセル4加角目),6

mロ ネット校覆ハウス区 (スカイラッセル6m角

目)お よび,ハ ウスを被覆しない無被覆区を設け,

2通信Uで実施した。

収穫適期となる5月7日に,各区から無作為に10

株を選んで,寄生するモモアカアブラムシ (Mv_″s

,でな'Cα夕SULZER).ナモグリバエ (C″″″″ゎ"メ″

"θrrrcσあGouttAU)の よ数および食害痕数と被害

業数を調査 した。リンjll目害虫については,5月

14日に連続する10株についてすヨナガ (P′″′211a

りわs′況a LINNE),モンシロチヨウ (Pた所"“P“タ

c秘 ●●丁vo確 BclsDUVAL))タ マ す キ ン ウ ワ バ (P′″slt2

″者"車=″4 WALKER)の寄生幼虫数を調査 した。

モモアカアブラムラの寄生は無絞覆区の336頭

に対して,4mlnロネット松覆区では92頭 と少なく,

防除効果が見られた。チモグリバエの寄生につい

ては無被覆区の109頭 に対 して,4剛 ロネット松

覆区では59頭 と防除効果が見られたが,6mロ ネ

ット松覆区での効果はかなり劣つた。コナガの寄

生幼虫については無校覆区の54頭 に対 して,4M

ロネット被覆区では19頭 ,6DInネット校覆区では

15頭 と少なかった。4加ネット被覆はネットロ合

いより小きなモモアカアプラムシ,す モグリタヽ工,

コナガにも防除効果があるものと思われる。

モンシロチョウの寄生幼虫は無被覆区の119頭

に対 して,41t lロネット被覆区では01頭 .6剛 ネ

ット被覆区では04頭 と少なく,い ずれも高い侵

入m止 効果が見られた。タマナキンウワバの寄生

幼虫については無被覆区の23頭 に対 して,4mln目

ネット被覆区では02頭 と少なく,6mネ ット被覆

区では04頭 と少なかつたが有意差は認められず,

実用的に侵入防止としては4mロ ネットが有効と

思われる。
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第 1表  ネ ット被覆における害虫の寄生虫数

Tablel  Number olinsed pesls in greenhouse covered

wth 4 o「6 mm meshed net

第 2表  ネ ット被覆における害虫の食害痕数と可
販株率

Table2 Leaf dalnage by nsecl pesls and makelable
rate in Oreenhouse covered w th 4 or 6
mm meshed net

Cり

ネットロ合い

4 mm 6mm  無 松覆区
ネットロ合い

モモ7カアプラムシ

ナモグリバエ

コナガ

モンシロチ ョウ

タマナキンウワバ

21 6±21 6

8 6± 2 0

1 5± 1 6Ⅲ

04±04 *求

04±05

9 2±46ヤ

59± 0本

19± 16章

01± 02Ⅲヤ

02± 09Ⅲ

33 6±17 1

1 0 9±4 1

5 4±2 2

1 1 9±5 1

2 3±1 6

4 mrD 6mm  無 紋覆区

|モ′リメェの資痕効林 71± 21■

|モ″り′i工の松官東舶憮 27± 14章ヽ

鋭勉目食害痕効株 72± 56*ネ

鎌翅目食言葉蜘株 20± 10単

収穫物の葉効林 94± 05Ⅲ本

可販株率

優品株率

9 0 0 o

6 5 %

164± 34Ⅲ

41± 11■

21 3±99

3 6± 1 4

9 7±0 7ネな

85 %

4 5 q。

255± 53

4 8± 1 2

3 2 5±7 3

6 6± 1 1

1 1 3±0 9

4 5 %

1 0 %

(平均値士標準偏差)
を、 なはT横 定で危険率それぞれ190,5%で 有意差が認められた。

モモアカアプラムシ、ナモグリタ`工は米当たり虫軟

ヨナガ、モンシロチョウ タ マナキンウヮバは10株当たり虫数

害虫の食害に対する防除効果

前試験区において,チ モグリバエの株当たりの

食害痕数,被 食葉数および鱗翅目害虫による食害

と株当たりの業数を調査した。県下産地の慣行の

出荷基準で可販株率,優 品株率を算出した。

ナモグリバエのについては,食 害痕数が無被覆

区の255個 に対 して,4mロ ネット被覆区では71

個と少なく,株 当たりの被害葉数は無校覆区48

枚に対 して,4DDlロネット被覆区では27枚 と少な

く防除効果は見られた。一方,6DEロ ネット被覆

区では食害痕数が無被覆区の64%,被 害業数が

85%と 多くなったが,出 荷基準に大きく影響する

ほどの食害ではなかった。

防除効果を高めるためには小型害虫に対してネ

ットの目合いを小さくする方法が考えられるが,

春期栽培のオオサカシロナにlm目 合いの寒冷紗

を被覆すると,葉 数が少なく,軟 弱で生育もやや

遅かつたことから、1血目合い寒冷紗被覆の実用

性はないと思われる。

鱗翅目害虫については,食 害痕数が無被覆区の

325個 に対して,4mロ ネット被覆区で72個 と少

なく,食 害葉数も無処理区の約30%と 少なかつた。

可販株率についても無被覆区力y5%で あるのに対

平均値土標準偏差

Ⅲ々ⅢはT検定で危険車それぞれ1%.5%で 有意差力潔められた。
可販林率=(出荷基準優の林数+真 の株数)×10け全株数
優品株率=出 荷基準優の株数×10餅全株数

して,4Euロ ネット被覆区では90%と 高かった。

6Шロネット被覆区の可販株率が35%で あった

が,食 害痕数が213個 と多くなり,食 害莱数が無

被覆区の50%以 上であり,優 品率は4血ロネット

被覆区の65%に 比べて,6ntrnロネット被覆区では

45%と 品質が劣つた。

アスパラガスやホウレンソウ栽培においても既

に報告したように11 4加
目合いネットによる

ハウス開田部の絞覆は,ハ スモンヨトウなどの大

型害虫の侵入阻止効果が高く,シ ロオビノメイガ

のようにネットロ合いよりやや小さい害虫に対し

ても防除効果が期待できる。また,ネ ット被覆ハ

ウス内ではクモ類,ヒ ラタアブ,ア オムシヨマユ

バチなどの天敵の活動が観察され,天 敵の活動に

対して4DllDlネット被覆の影響が少なかったと考え

られる。これらのことから,ネ ット被覆は環境保

全型害虫防除技術として有効な手段であり,4血

ロネット松覆は生育への影響力判ことんど見られな

いことから,オ オサカシロナの春期栽培における

種々の害虫防除に効果的であり,実 用性が高いと

考えられる。


